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1 『日本三代実録』は清和、陽成、光孝天皇の三代の治世について天安 2 年（858）から仁
和 3 年（887）までの 30 年間を記した歴史書。貞観地震の記録は、国史大系編修会『日




































                                                   
2 『日本三代実録』貞観 12 年 9 月 15 日条に「才長於造瓦預陸奥国修理府新造瓦事。令長其
道者相従伝習」とあり、捕縛された新羅人 20 人のうち 10 人を陸奥国に送り、うち 3 人
が瓦製作技術に長けていたことから、復興用に瓦を作らせたことが記されている。以下、
本論文で使用する『日本三代実録』は、国史大系編修会『日本三代実録 前編/後編』吉
川弘文館、1972 による。同条は国史大系編修会『日本三代実録 前編』pp.278。 
3 柳澤和明「貞観地震・津波に学ぶ」（成田龍一・保立道久編『日本列島地震の 2000 年史』
朝日新聞出版、2013、pp.134-36）参照。 
4『日本三代実録』pp.278。（前掲註 2 参照） 


































                                                   
6 エドワード・レルフ著、高野岳彦､阿部隆、石山美也子訳『場所の現象学：没場所性を越
えて』筑摩書房、1999、p.41-80。Relph, Edward, PLACE AND PLACELESSNESS, 1976, Pion 
Limited, London. 
7 前掲註 6 書、p.44。 
8 前掲註 6 書、p.60。 
9 前掲註 6 書、pp.68-69。 
10 デービッド・ハーヴェイ著、吉原直樹訳『ポストモダニティの条件』青木書店、1999。
Harvey, David, The CONDITION of POSTMODERNITY, 1990, Blackwell, Oxford. 





























                                                   
12 前掲註 10 書、p.322。 
13 ジグムント・バウマン、澤田眞治、中井愛子訳『グローバリゼーション：人間への影響』
法政大学出版局、2010、pp.39-49、 
Bauman, Zygmunt, Globalization:The Human Consequences, 1998, polity Press, Cambridge. 
14 前掲註 13 書、p.43。 
15 前掲註 13 書、pp.43-44。 




るものにすることを意味した」（前掲註 13 書 p.47）と述べ、そこにはなんらかの力の作
用が伴う可能性を示唆している。 






























                                                   
19 前掲註 10 書、p.337。 
20 ハンナ・アーレント、志水速雄訳『人間の条件』筑摩書房、1994、 
Arendt, Hannah, The Human Condition, 1958, the University of Chicago Press. 











24 前掲註 20 書、p.99。 


































                                                   
26 ハンナ・アーレント著、阿部齊訳『暗い時代の人々』筑摩書房、2005、p.66。 
Arendt, Hannah, MEN IN DARK TIMES, 1968, Harcourt. 
27 前掲註 23 書、p.142。 
28 前掲註 23 書、p.186。 
29 Cresswell, Tim, Place an introduction, 2015, John Wiley＆Sons, p.20. 
30 Massey, Doreen, A global sense of place, in Reading Human Geography, ed.T.Barnes and 
D.Gregory, 1997, London, Arnold, pp.315-323. 
マッシーは「A progressive sense of place」と表現している。 




































                                                   
32 前掲註 30 書、p.323。 
33 Cresswell, Tim, Place an introduction, 2015, John Wiley＆Sons, p.20. 
34 この問題は第 1 章で詳述する。 
35 東北開発をめぐる明治政府の対応は第 7 章で論じる。 
36 前掲註 13 書、p.116。 



































                                                   
38 朝日新聞（東京発行）2015 年 12 月 7 日付朝刊、亀山郁夫インタビュー記事より。 
39 この問題意識は第 9 章で論じる。 
40 イーフ・トゥアン著、阿部一訳『コスモポリタンの空間－コスモスと炉端』せりか書房、
1997、pp.11-13。 






































                                                   
41 これらの対立する意見ついては第 8 章で詳述する。 








































                                                   
44 レルフは「場所のセンス」について「個人および共同社会の一員として内側にいて自分
自身の場所に所属すること、そしてそのことを特に考えることなしに知っているという
感覚」（前掲註 6 書、p.165）と述べている。 
45 前掲註 6 書、p.188。 


































                                                   
47 1697 年（元禄 10）に作成が命じられた『元禄国絵図』では各藩の藩境の状況を精密に描
くことが求められた。幕府は各藩から提出された国絵図をつなぎ合わせることで、全国
図の完成を意図していた。 























（第 1 章～第 3 章）で古代からの東北、そして三陸と中央の公権力との関わりを検討し、
第 2 部ではさらに明治三陸大津波52に見舞われた三陸において、明治政府がどのように空間
の包摂を図っていったのかを論じる（第 4 章、第 5 章）。そこでは公権力の空間の包摂とい
う明治政府の狙いを、勃興した明治のメディアが公権力にどう共振したかを分析すること
とした。その共振のあり方、つまりマス・メディアが発出した津波の表象から、明治政府














                                                                                                                                                     
第 1 章にて明らかにする。 
52 1896 年（明治 29）6 月 15 日に発生し、青森、岩手、宮城の太平洋岸に多大な被害をも
たらした。死者は 21,888 人に上った。（第 4 章註 22 参照） 









































                                                   
1 序章第 1節 4項（註 30書）参照。 


























































2 1984 年 4 月 1 日に、国鉄盛線の三陸鉄道への転換、吉浜-釜石間の新設を同時に受けて、
三陸鉄道南北リアス線が全線開通した。これにより仙台と八戸の間が、三陸鉄道と国鉄
を乗り継ぐ形でつながり、三陸沿岸の鉄道が縦貫した。 
3 『続日本紀』霊亀元年（715）10 月 29 日条。国史大系編修会『国史大系 続日本紀前編』
吉川弘文館、1986、p.64。 







































                                                   
4 大石直正、高良倉吉、高橋公明著『周縁からみた中世日本』講談社、2009、pp.276-277。 
 
【図版 1-1】 古代東北における城柵 
※［高橋富雄：1998] 
 



































































になっている。これをどのように解釈すればよいのか。                    




















                                                   
11 「海道蝦夷」は三陸沿岸の閉伊郡、気仙郡を勢力圏とする蝦夷を指す。『続日本紀』に





13 国史大系編修会『国史大系 続日本紀巻 7』吉川弘文館、1986、p.64。 
14 解釈は直木孝次郎他訳注『続日本紀』１（平凡社、1986、p.176）による。 
15 これ以前は、陸奥蝦夷が朝廷に「方物」を献上していた（『続紀』文武元年（697）10















































                                                   




20 『続紀』宝亀 5 年（774）7 月 25 日条。 
21 瀧本壽史・須川溢男編『三陸海岸と浜街道』吉川弘文館、2004、p.54。 
22 前掲註 5 書、p.116。 
23 前掲註 5 書、p.116。 

















東北全域では 50 前後あるという指摘もある27。赤坂の指摘した 15 寺社は、『日本の神々』
28 によれば以下の寺社である（【表 1-1】参照）。これらの寺社の起源の多くは「大同二年」
や「大同年間」となっている。 
【表 1-1】 東北の坂上田村麻呂伝承ゆかりの神社 
 
 ※谷川健一編『日本の神々12 東北北海道』により筆者が作成 
 
大同年間（806～810）は桓武天皇が没し、ヤマトの東北統治政策が転換し、蝦夷による




25 赤坂憲雄『東北学へ１ もう一つの東北から』作品社、1996。 
26 前掲註 25 書、pp.86-87 
27 前掲註 25 書、p.86。 
28 谷川健一編『日本の神々12 北海道・東北編』白水社、2000。  
旧国名 名称 場所（旧自治体名）創建の時期伝承 坂上田村麻呂に関する伝承など
磐城 都都古別神社















































岩手山神社 岩手県滝沢村 延暦20年（801）に田村麻呂が創始 田村麻呂が鬼ケ城の鬼賊退治に由来など複数あり




















































                                                   
29 堀一郎『我が国民間信仰史の研究（一）』創元新社、1955、pp.707-713。  
30 法相宗の僧・徳一が大同 2 年（807）に開山。徳一は都の最澄（766～822）と書簡によ
る大宗教論争を繰り広げるなど、当時の仏教界に影響力を持ち、会津から東北一円に仏
教文化を広めた。僧侶 300、子院 3,800 といわれるほど隆盛を誇った。 
31 前掲註 5 書、p.114,p.118。高橋は「idle thoughts」と記した節では､その訳を｢古代随想記｣
と記している。史料に基づき地名の由来と当時の空間編成にかかわる自らの着想を展開
している。 































 1700 年ころの著作とされる『人国記』は、鎌倉時代の第 5 代執権、北条時頼（1227～1263）
の叙述とする回国伝説に基づく伝えがある35 。同書は横浜市立大学に所蔵され「原書の成
立は 15 世紀後半から 16 世紀とするのが通説 36」である。同書は巻上、巻之上二、巻下、
巻之下二の 4 冊からなり、陸奥国を含む東山道は巻之上二に収録されている。 
関祖衡（生存期不明、1716－1729 ころ死去）は元禄 14 年（1701）にこの『人国記』（以
                                                   
32 前掲註 25 書、pp.188-189。 
33 前掲註 25 書、p188。 
34 前掲註 25 書、p.189。 
35 『横浜市立大学 貴重資料集成Ⅳ地誌』横浜市立大学、2014、p.72。 
36 前掲註 35 書参照。 














   





   右の如く気質ゆゑ、頼もしくありて、またなさけなき風俗なり。五十四郡の内、い
づれも二つ三つに少しずつ風俗分かれたれども、大枢に替る事なくかの如し。 


























以前、上限をその叙述内容から文亀 2 年（1502）としている39。本稿では 16 世紀における
陸奥の国の風俗と把握したうえで、およそ 200 年後の『新人国記』における叙述内容につ
いて比較してみたい。 
   





   この国は日の本の故に、色白うして、眼青みあり。人の形相最も賤しうして、言詞
卑劣なれども、勇気は日本に比ぶ所あるまじ。これにより無益の死をする者あり。但
し偏鄙なりとへども、その意地潔白なるところあり。 
   女は容貌色白く、髪長く、顔うるはし。但し形相、音声すぐれて鄙劣なり、然れど
もその心底の貞正なることは、外の男子にも勝れり。 









その叙述は割愛されている。当時の陸奥国においては、伊達家の仙台藩 62 万 5,000 石をは







                                                   
39 前掲註 38 書、pp.289-290。 
40 中嶋繁雄『大名の日本地図』文藝春秋社、2003、参照。 


































 『東遊雑記 』43を書いた古川古松軒（1726～1807：以下、古松軒と称す）は、天明 8 年
（1787）年に、幕府の巡見使に同行し、東北・北海道の諸藩の各地を見聞し、同書を著し
                                                   
41 前掲註 38 書、p.179。 
42 山下文夫『昭和東北大凶作』無明舎出版、2001、pp.13-35 参照。 
43 横浜市立大学所蔵。1847（嘉永元）年写本。（『横浜市立大学 貴重資料集成Ⅳ地誌』横
浜市立大学、2014、p.73）  

















かい、さらに南下して 9 月 13 日に水沢に到着した。そこから北上山地の南端をまわって東










以外の三陸沿岸部は視察対象から省いているのである。（図版 1-2～1-4 参照） 
 









 【図版 1-2 古松軒らがたどった行程＝青森】（『東遊雑記』［平凡社、1964］挿入図より） 
 
 
【図版 1-3、1-4 古松軒らがたどった行程 左岩手、右宮城】 
 （『東遊雑記』［平凡社、1964］挿入図より） 


































（8 月 28 日、田名部－泊浦間、『東遊雑記』pp.199-200） 
 
                                                   
45 前掲註 44 書、pp.300-301。 
46 ラペルーズはサハリン周辺の探検を目的にフランスから航海を続け、その途中でヨーロ 
  ッパ人として初めて日本海を通過した。また 1787 年 8 月 14 日には宗谷海峡を通過し、
日本海からオホーツク海に抜けた。この日、古松軒らは北海道松前に滞在していた。（中
野美代子『日本海物語』岩波書店、2015 参照） 





































                                                   
47 前掲註 44 書、p.302。 
48 前掲註 44 書、p.283-284。 
49 前掲註 44 書、p.8。 






























時代が進み天保 9 年（1838）2 月に幕府に盛岡藩が提出した天保国絵図51では、同藩はこの
絵図の中に、幕府の要求には入っていない三陸沿岸部に設置した砲台場についてあえて記
している。ロシア使節ラクスマンの根室来航以来、ロシアによる北方域への脅威が国防問




                                                   
50 岩手県立博物館『絵図に見る岩手』岩手県文化振興事業団、1994、pp.72-87。 
51 尾﨑久美子「北方の政治的コンテクストからみた天保国絵図改訂事業」（『歴史地理学』 
  52-1、2010、p.39 







































































19 世紀半ばまでの約 200年のあいだに 21件が認められる3。海域における漂流案件につい
ては、かつては「異国情緒」として捉えられていた時代もあるが、荒野泰典らによって、
漂流民の体験がたんなる偶発性に収まらない、近世日本における海外情報の窓口としての
                                                   
3 本表は気象研究所監修『日本漂流漂着資料』（地人書館、1962）から三陸の漂流事案を抽
出しており、全てを網羅しているわけではない。 
№   時期 姓名 人数 船の規模 漂流・漂着場所 積み荷 その他の特記事項【　】は典拠




2 宝永２ 1705 百姓権八ら 6 12反帆 中国広東省海南 米 漂流中に2人、中国で3人死亡。権八は中国船で帰
国。【通航一覧】
3 正徳２ 1712 不詳 5 13反帆 中国広東省 米 漂流数10日、中国で2人、帰国途上に1人死亡。
【通航一覧他】




5 宝暦２ 1752 伝兵衛ら 13 20反帆 中国淅江省 塩鱧、等 仙台沖で暴風雪に遭遇、百日漂流。9カ月後に全
員帰国。【通航一覧】
6 宝暦２ 1752 不詳 - 不詳 琉球国運天 不詳 相馬沖で大風に遭遇、首里より24、5里の運天に漂
着。【通航一覧】














10 宝暦11 1761 武右衛門ら 15 24反帆 中国南通州沖 米 中国商船に救助、残り米を中国が買い上げ帰国
【異国漂流奇譚他】




12 安永３ 1774 左五兵ら 16 24反帆 中国広東省潮州沖 米 中国で出会った五人を含む20人が帰国。【通航一
覧】　第2章で詳述
13 天明８ 1788 南部善吉ら 15 不詳 中国広東省潮州沖 干鮭 漂流約150日で広東省に漂着。【通航一覧他】












17 享和３ 1803 継衛門ら 14 582石積 ロシア・ホロムシリ島 鱈 船中8人死亡、択捉を経由して函館へ帰国【通航一
覧他】




19 文政10 1827 不詳 - 不詳 イバタン 不詳 不詳【異国漂流奇譚集　第十編融勢丸唐流帰国
記】








































































































































































































嘉永の一揆では 3 月から 6 月にかけて、一揆の参加者は野田代官所を襲撃したのち、
































































































27 川勝平太『文明の海洋史観』中央公論新社、1997、p.9。  
28 網野善彦『増補 無縁・公界・楽』平凡社、1996。 




第 3 章 世界における三陸という海域の「発見」 
 
はじめに 































異聞』は全 15 巻中 9 巻ある。市大本は大槻の原本を文政 4 年（1821）に長岡藩の安田正




































                                                   
























もたらしたロシア政府の通商交渉使節レザノフ（Nikolai Petrovitch Rezanov:Николай 
Петрович Резанов/1764～1807）は、首都サンクトペテルブルクから津太夫ら 4 人の日本人
漂流民を伴ってやってきた。4 人は三陸沿岸、仙台領塩釜の出身で、石巻から江戸へ向か
う米廻船「若宮丸」（八百石積み）に水夫（以下、水主と称す8）として乗り込んでいた。
























10 前掲註 4 書、pp.167-182。 
11 大槻玄沢、志村弘強著、池田皓訳『環海異聞』雄松堂出版、1989。 






































14 前掲註 7 書 
15 北見俊夫『日本海上交通史の研究』法政大学出版局、1986、pp.208-209。 
16 『続日本紀』霊亀元年（715）10 月 29 日条に「陸奥蝦夷第三等邑良志別君宇蘇弥奈等言。
親族死亡子孫數人。常恐被狄徒抄略乎。請於香河村。造建郡家。爲編戸民。永保安堵。
又蝦夷須賀君古麻比留等言。先祖以來。貢獻昆布。常採此地。年時不闕。今國府郭下。













ると難所における遭難の可能性は高まった。本稿で扱う津太夫らも 11 月 27 日に石巻を出




























19 前掲註 15 書、pp.214-216。 
20 第 1 部第 2 章「近世三陸の海における境界と領域」第 1 節の【表 1-2】参照。 
【図版 1‐8】和船の構造（『伝統的和船の経済』［濱田：2010］p.17
より引用） 
































                                                   
21 小林茂文「漂流と日本人」（『漂流と漂着：海と列島文化別巻』収録、小学館、1993、p.111） 
22 前掲註 21 書、pp.98-99。 
23 前掲註 21 書、pp.111-112 




掲註 15 書、pp.227-228） 
25 前掲註 15 書、pp.229-230。 
【図 1‐9】近世の漂流先と件数（［小林:1993］p.111 より引用） 








































27 前掲註 15 書、pp.239-240。 
28 前掲註 15 書、p.247。 
29 前掲註 15 書、p.248。 
【図版 1‐10】全国における日和山の分布（［北見:1986］p.247
より引用） 




































 一 萌黄 紅色 黄 此三色之分ハ魯西亜所領ノ国々ナリ、 
   但シ萌黄色ノ国ニハ、耕作ス此トイヱドモ、一切熟ゼス、 
                                                   
30 前掲註 26 参照。 
31 前掲註 11 書、p.11。 




   黄色ノ国々ハ、耕作怠ラザレハ、雑コクノルイカナリニ生ズ、 
   紅色ノ国々ハ、穀類コヲサクスルニ豊饒ノ地ナリ、最北ノ方ハ 
   熟スルコトカタシ、 
 
 一 墨色ノ乗筋ハ、魯西亜ヨリノ日本国ヘ乗来ルノ舩路ノ印ナリ 
 一 朱ノ乗筋ハ、日本長崎ノ津出帆、日本ノ地方ヲ離レ、朝鮮ト日本ノ間ヲ乗リ通リ 
   カムシカツトカヘ渡リ、夫レヨリ日本ノ東南ヲ乗リ、廣東・東印度・亜弗利加海 
   ヲ周リ、ヲロシア本国ヘ帰ルノ舩路ナリ 
 
右者、魯西亜人共帰国ノ者トモノ物語ナリ、 












自 ベートルスベスク 至 テー子マルク 五百里程  
自 テヽ子マルク   至 アンゲリヤ  六百里程 
自 アンゲリヤ    至 カナリヤ   二千里程 
自 カナリヤ     至 ブラジリーン 三千里程 
自 ブラジリーン   至 マルゲーサ  四千里程 
自 マルゲーサ    至 カムシカツト 三千里程 







                                                   
32 前掲註 1 書、p.75 




































                                                   
33 1651 年にオランダ人が南アフリカに入植した後、東インド会社の支援のもとで 18 世紀
末には 13,830 人の自由市民を有する植民地に発展した。しかしオランダの衰退、東イ
ンド会社の破綻により、イギリスが 1795 年にケープを占領した。イギリスは 1814 年に
ケープをイギリス領と宣言した。（宮本正興、松田素二編『新書アフリカ史』講談社、
1997、pp.354-373） 























 文化元年（1804）に津太夫ら 4 人の日本人漂流民を伴って長崎に来航したロシア船は、
【図版 1‐11】世界図（仙台漂民津太夫らの航跡図） 
 

























ーロッパロシアの 16 倍（16.38 キログラムあたり 8 ルーブル）になっていたと例示してい
る37。 












36 前掲註 7 書、p.17。 
37 前掲註 7 書、p.17。 
38 前掲註 7 書、p.148-149。 





 このため、クルーゼンシュテルンは二隻の艦隊を組織し、博物学者 2 人と天文学者 1 人､





 シルクレラフレキレヨン      一具 
 セキスタント紀限儀 測器     二具 
 ナルチヒレーレホリワンウン    二具 
 ラヲトリイ            一具 
 アシミユトコンハス 羅針名    二具 
 海上ハロースラルメイテル 晴雨儀 一具 
 ヘイコロメーテル測液器      一具 
 テルモメーテル寒暖圭       数具 
 アルケヒシーマグネート 磁石名  一具 
 インキリナトリユム        一具 



















40 前掲註 7 書、pp.39-45。 
41 前掲註 7 書、p.41。 














































































                                                   
43 前掲註 4 書、p.96. 
44 前掲註 4 書、p.194。 
45 大槻玄沢は『環海異聞』の「序例付言』の中で、光太夫からの証言やオランダ語の翻訳
や通訳として得た知識を用いて津太夫らの証言の過ちを訂正したことを記している。（前
掲註 11 書 p.5） 
46 前掲註 11 書、p.14。 







































                                                   
47 前掲註 11 書、pp.246-247。 





































                                                   
48 大槻玄沢は同書内の補足の中で「タナゴ島」を種子島とし、「彼は旧名を伝え聞いてい
たと思われる」と記している。彼とはレザノフ、と思われる。（前掲註 11 書、p.247、p.248） 
49 大槻玄沢『環海異聞』北光書房、1944、pp.379-380。 























脱出し 1806 年（文化 3）に択捉島へたどり着いた。彼らは松前藩役人にロシア側に事実上
拘束されていた事情を報告し、対日強硬姿勢に転じたロシアの外交方針の一端を伝える役














いる。『八戸南部史稿』は 1918 年（大正 7 年）に八戸南部家当主が前田利見に命じて編
纂させた。 
52 八戸市立図書館市史編纂室編『八戸南部史稿』八戸市、1999。 







鮫浦へ 五百六十匁巨霊神砲一挺 百九十匁石火矢一挺 





さらには 1854 年（安政元）には領内の台場を増築していることが叙述されている。 
 
同（四）月二十八日海岸の要所へさらに台場を増築す。 





















                                                   
53 尾﨑久美子「北方の政治的コンテクストからみた天保国絵図改訂事業」（『歴史地理』52-1、
2010、p.49） 
54 前掲註 53 論文、p.48-49。 














































































第 2部第 4章、第 5章では、この公権力が進めた空間の包摂とメディアとの相関を、1986
年（明治 29）に発生した明治三陸大津波に関わる「津波絵」と呼ぶ報道目的の描画を分析
することによって論じるものである。「津波絵」が非被害地域の購読者に伝えようとした






















                                                   
2 筆者は2011年5月から2012年3月末まで、宮城県気仙沼市に滞在した。 




第 4 章 題材としての明治三陸大津波と「津波絵」という表象 





1896 年（明治 29）、三陸に大津波が発生し、21,000 人を超える死者がでた。この際、被
害地の惨状を表した描画をまとめた『風俗画報』が刊行された。『風俗画報』は東陽堂から
1889 年（明治 22）刊行された大衆向けの生活文化情報誌で、日本で初めての月刊画報とし
て知られている。1916 年（大正 5）に廃刊するまでに 518 冊3が刊行されたが、この中には
突発的な災害や事件なども増刊号として臨時刊行しており、明治三陸津波も増刊号『大海
嘯被害録』として刊行された。この増刊号は、平成の三陸大津波の後、2012 年 3 月、遠野
市立遠野文化研究センターの「遠野文化友の会」機関誌『マヨヒガ 遠野文化友の会会報』


















3 通巻番号がついていない号外が 2 冊、未発行が 1 冊もあるため、通巻、号数外を含めて
518 冊発行されたが、山下重一編『風俗画報・山下重民文集』では 517 冊とある。 











































第 1 節  明治政府における東北の空間認識 
 

































                                                   
6 アンリ・ルフェーブル著、斎藤日出治訳『空間の生産』青木書店、2000、p.66。Lefebvre, 
Henri, THE PRODUCTION OF SPACE, 1974, Blackwell. 
7 前掲註 6 書、p.66。 
8 山田俊治は前掲註 5 書で「国家に帰属する一人として文字の学習が必要となり」（p.94）、
識字や学校教育の普及により「身分移動は、性差に関わりがなく、学問することによっ
て保証されていた」と述べている。 








11 前掲註 10 書、p.10。 
12 前掲註 10 書、p.11。 
13 河西は「開化」について「戊辰戦争を経た近代において、「未開」とは異民族アイヌお

































                                                                                                                                                     
よび軍事的敗者（朝敵）＝東北を指すこととなり、「非未開」＝「開化」とは軍事的勝者
（官軍）＝西南を意味した」としている。（前掲註 10 書、p.10） 
14 岩本由輝『東北開発 120 年（増補版）』刀水書房、2009、p.11。 
15 前掲註 14 書、pp.11-14。 
16 前掲註 14 書、p.18。 
17 北見俊夫『日本海上交通史の研究』法政大学出版局、1986、pp.213-221。 
18 仙台と山形を結ぶ道路は笹谷峠越え、二口峠越え、関山峠越えの 3 案が検討されたが、
野蒜港に最短を理由に 1878 年（明治 11）、関山峠でトンネル建設が進められた。（前掲
註 14 書、p.30） 
19 1881 年（明治 14）に設立した日本鉄道会社は定款の中で、東京前橋間の鉄道建設と、
その線路の中途より、白河を経て仙台、盛岡、青森を結ぶ鉄道の建設を定めた。同社は






も期待を集める計画だった。1897 年（明治 29 年）に三陸地域は大津波に見舞われる
が、それ以前より東北地方では度重なる飢饉に襲われていた。近世において首都・江













1884 年（明治 17）9 月の大暴風により野蒜港の突堤が破壊され、築港プロジェクと










第 2 節  風俗画報臨時増刊『大海嘯被害録』における「津波絵」 
 
（１）日本初のグラフ誌・風俗画報臨時増刊『大海嘯被害録』 
 1896 年（明治 29）6 月 15 日に現在の青森、岩手、宮城の 3 県の東部海岸、言い換えれ
                                                                                                                                                     




21 前掲註 20 書、pp.44-45。 
























を入手した 6 月 16 日の夕刻には 2 記者を現地に向かわせたことを 17 日付紙面社告30で明
らかにしている。 
こうした中で、1889 年（明治 22）に東陽堂によって創刊された『風俗画報』もまた現地





23 1872（明治 5）創刊。当初より日刊新聞として発行。現在の毎日新聞。 
24 1882 年（明治 15）に福沢諭吉らによって創刊。戦前は 5 大紙の一つとされたがのち廃
刊。現在の産経新聞社が権利を承継。 





28 前掲註 25 書、p.49。 













ら記者 2 人、画家 3 人の計 5 人を派遣し、7 日間に渡って取材し絵画と文章によって速報
した、と記している32。東陽堂はこれら特派員の取材記事、被害地の惨状を表した描画を
まとめた『風俗画報 臨時増刊 大海嘯被害録』33【図版 2-2】（以下『被害録』と称す。
掲載ページなどについては復刻版に基づく。その場合は『復刻版』とことわり、相当箇所
を指摘する）を随時発刊した。 
東陽堂は、発生から 25 日後の 7 月 10 日に『被害録』上巻を発行、さらに 7 月 25 日に中
巻、8 月 10 日に下巻を発行した。定価は 10 銭、


























33 本論文では『大海嘯被害録』3 分冊を底本として合本、復刻した『復刻版 明治 29 年「風
俗画報」臨時増刊 大海嘯被害録』（遠野市立遠野文化研究センター発行、荒蝦夷発売、
2012）を用いた。 
34 前掲註 33 書、p.70、p.139。 
35 東京日日新聞は 1877 年（明治 10）においては、年間発行部数数 3,274,520（一日あたり

































36 前掲註 32 書、p.14。 
37 前掲註 32 書、p.5、後段は p.14。 
38 山下重民（1857-1844）は 明治 27 年からおよそ 20 年間にわたり「風俗画報」の編集責
任者として月刊本誌や『日清戦争図会』『沖縄風俗図会』『大海嘯被害録』などの臨時増
刊を発行した。また画家・山本松谷の画とともに明治の東京を画文で伝える『新撰東京
名所図会』等を編集し、風景画およそ 1,000 点が当時の風情を著す史料として遺された。 
39 山本松谷（1870-1965）は、『風俗画報』に投稿した「土佐国早乙女図」が編集責任者の
山下重民に認められ、東陽堂絵画部員として採用された。山本は明治三陸大津波に際し、
現地において掲載 74 図のうち口絵 2 枚、挿入画 18 枚を描いている。これらの業績など
をもって山本駿次郎は「第一級の記録・報道画家」（山本松谷画、山本駿次郎解説『明治
東京名所図会』講談社、1998、pp.114-116）としている。 








津波に関わる描画（以下、本論文では「津波絵」と称す）は上中下 3 巻で表紙 1 枚（上中


























                                                   
40『風俗画報』は 1891 年（明治 24）10 月 28 日に発生した濃尾大地震に際し、社長吾妻健
三郎自らが画家とともに現地入りし「震災記聞」を『風俗画報』11 月 30 日発行第 35 号、
同 12 月 10 日発行第 36 号に掲載した。 
41 前掲註 33 書、pp.19-21。 
42 有山輝男『「中立新聞」の形成』世界思想社、2008、p.2。 
43 前掲註 42 書、pp.6-7。 




































して図版を掲載する（【図版 2-3】通し番号 7）。 
                                                   
44 前掲註 42 書、pp.15-18。 
45 山本松谷画、山本駿次郎解説『明治東京名所図会』講談社、1998、p.117。 
46 前掲註 32 書、p.17。 
【図版 2-3】「越喜来の小学校教員某御真影を捧げ出すの図」 















通し番号 掲載号 種別 目次題　（原題は「～の図」） 大きさ 場所        主題   形態 関連記事頁 「挿画」記載
1    上 表紙 海嘯惨害 Ｂ5表紙 悲惨 想像Ｆ
2    上 口絵 海嘯の害人畜家屋を捲去る B4 悲惨 想像Ｆ
3    上 挿入画 漁夫の妻隣家の小児と波間に漂う B4 1/4 田野畑 悲惨　悲哀 伝聞NＦ 上33 あり
4    上 挿入画 一兵士海嘯を敵艦来襲と誤る B4 1/4 唐桑 忠誠 伝聞ＮＦ 上21 あり
5    上 挿入画 書記某の姉首木材に挟まれたる B4 1/4 釜石 悲惨 伝聞ＮＦ 上26 あり
6    上 挿入画 樹上より両親愛子の最後を見送 B4 1/4 釜石 悲哀 伝聞ＮＦ 上27 あり
7    上 挿入画 教員某御真影を捧げ出す B5 1/2 越喜来 忠誠 伝聞ＮＦ 上23 あり
8    上 挿入画 篝火の為に命を拾ふ B5 1/2 釜石 奇談　美談 伝聞ＮＦ 上27 あり
9    上 挿入画 山田町の民戸失火の為焼死する B4 1/4 山田 悲惨 伝聞ＮＦ 中27 なし
10    上 挿入画 巡査を指揮して人命救助 B5 1/2 宮古 忠誠　奉仕 伝聞ＮＦ 下22 なし
11    上 挿入画 船に飛乗り命を拾ふ B5 1/2 雄勝 奇談 伝聞ＮＦ 上13 なし
12    上 挿入画 船板に縋り三日間海上に漂ふ B5 1/2 釜石 奇談 伝聞ＮＦ 中21 あり
13    上 挿入画 漁網を御して五十余人の死体を引き揚ぐる B5 1/2 広田 悲惨　悲哀 伝聞ＮＦ 上22 あり
14    上 挿入画 幼児樹間に介在する B5 1/2 唐丹 奇談 伝聞ＮＦ 上26、中18 2記事と重複
15    上 挿入画 死人田中に倒まに立つ B5 1/2 唐桑 悲惨 写実R 上21 あり
16    上 挿入画 幼児少女に抱かれて藻中に眠る B4 1/4 米﨑 奇談 伝聞ＮＦ 上22 あり
17    上 挿入画 相川村の赤十字社出張所 B5 1/2 相川 奉仕 写実R
　　　　欠    上 挿入画 志津川湾頭戸倉村（掲載見当たらず）
18    上 挿入画 女川村被害惨状 B5 1/2 女川 悲惨 写実R
19    上 挿入画 雄勝浜宮城集治監出張所 B5 1/2 雄勝 忠誠　美談 伝聞ＮＦ 上13 なし
20    上 挿入画 被害地死体運搬 B5 1/2 悲惨 想像NＦ
21    上 挿入画 石応寺門前伏死相累なる B5 1/2 釜石 悲惨 伝聞ＮＦ 上25 なし
22    上 挿入画 志津川惨状 B5 1/2 志津川 悲惨 写実R
23    上 挿入画 雄勝村家屋破損 B5 1/2 雄勝 悲惨 写実R
24    上 挿入画 釜石海岸惨状 B5 1/2 釜石 悲惨 写実R
25    上 挿入画 被害地死者発掘 B5 1/2 悲惨 想像NＦ
26    上 挿入画 綾里村惨状 B5 1/2 綾里 悲惨 伝聞ＮＦ 
27    上 挿入画 志津川赤十字社仮病院 B4 1/4 志津川 奉仕 写実R 上16 なし
28    上 挿入画 唐桑村惨状 B4 1/4 唐桑 悲惨 写実R
29    上 挿入画 記載なし（図添書「海嘯災後の夜景」） B5 1/2 悲惨 想像Ｆ
30    上 挿入画 記載なし（図添書「地中の人声を聞て救出」） B5 1/2 釜石 奇談 伝聞ＮＦ 上24 なし
31    中 口絵 家屋人畜を流亡する B4 悲惨 想像Ｆ
32    中 挿入画 看守監房を破て囚徒を開放する B5 3/4 雄勝 忠誠　美談 伝聞ＮＦ 上13、中10 あり同一記事
33    中 挿入画 村童鉦を鳴らして遊戯する B5 1/2 相川 悲哀 伝聞ＮＦ 中１０ あり
34    中 挿入画 勇婦家族四人を救ひ出す B5 1/2 志津川 美談 伝聞ＮＦ 中10長文 あり
35    中 挿入画 老婆襤褸を纏ひ途上に彷徨する B5 1/2 歌津 悲哀 伝聞ＮＦ 中12 なし
36    中 挿入画 老婆漁夫に救ひ上げらるる B5 1/2 広田 美談 伝聞ＮＦ 中14 なし
37    中 挿入画 前川某鯣船救助せらるる B5 3/4 釜石 美談 伝聞ＮＦ 中19 なし
38    中 挿入画 県会議員某惨死 B5 1/2 釜石 悲哀 伝聞ＮＦ 上26、中19 なし同一記事
39    中 挿入画 軍人歓迎の際海嘯の害を被る B5 1/2 大槌 悲惨 伝聞ＮＦ 中24 なし
40    中 挿入画 婦人樹梢に腹を裂かるる B5 1/4 船越 悲惨　悲哀 伝聞ＮＦ 中25 あり
41    中 挿入画 巡査某橋上の少年を救ふ B5 1/4 宮古 忠誠　美談 伝聞ＮＦ 中29 なし
42    中 挿入画 森林中に打ち上げし巨石 B5 1/2 唐丹 奇景 写実R
43    中 挿入画 海嘯に抜かれし雷神の杉 B5 1/2 吉浜 奇景 写実R
44    中 挿入画 綾里村火葬場 B5 1/2 綾里 悲哀 写実R
45    中 挿入画 災溺死者葬式 B5 1/2 悲哀 想像NＦ
46    中 挿入画 釜石被害後仮小屋 B5 1/2 釜石 悲惨 写実R
47    中 挿入画 末崎村救護事務所 B5 1/2 末崎 奉仕 写実R
48    中 挿入画 貸座敷高島楼前惨状 B5 1/2 鍬ケ嵜 悲惨 写実R
49    中 挿入画 臨時救護所 B5 1/2 奉仕 想像NＦ
50    中 挿入画 気仙郡沿岸死体漂着 B5 2/3 気仙郡 悲惨 写実R
51    中 挿入画 溺死人を遺族に引渡す B5 1/3 久慈 悲哀 写実R 下26 なし





補注：形態のアルファベットはそれぞれ R＝Real、NF＝Non fiction、F=Fiction の略。 
「目次題」のうち原題の地名および「～の図」は省いた。 




土屋秀禾（挿入画）の 5 人である。うち山本松谷、石塚空翠、土屋秀禾の 3 人は、災害発








 【表 2-1】の「形態」は 74 枚の「津波絵」の描写過程を分類したものである。現地で実
見し、写生した可能性があるものを「写生 R」、現地の取材に基づく実話からその模様を再
現したものを「伝聞 NF」、「津波絵」の説明書きに地名がなく、明確な目撃者が推量でき
                                                   
47 前掲註 45 書、p.116。 




52    下 口絵 釜石町の医師鈴木琢治氏遭難者を救ふ B4 釜石 奉仕　美談 伝聞ＮＦ 下11長文 なし
53    下 挿入画 神棚に厭せられて母と祖母に別るる B5 1/2 白浜 悲哀 伝聞ＮＦ 下6 あり
54    下 挿入画 寺中佛旗を取り出して身に纏ふ B5 1/2 久慈 悲哀 伝聞ＮＦ 下26 なし
55    下 挿入画 婚礼の際海嘯に遭ふ B5 1/2 歌津 悲惨　悲哀 伝聞ＮＦ 下7 あり
56    下 挿入画 漂着の死体を争ふ B5 1/2 小友 悲惨 伝聞ＮＦ 下8 あり
57    下 挿入画 一少女臼中に在りて助命を得る B5 1/2 大谷 奇談 伝聞ＮＦ 下7 あり
58    下 挿入画 大谷郵便局長遭難 B5 1/2 大谷 悲哀 伝聞ＮＦ 下8 あり
59    下 挿入画 倉庫を発きて窮民を救ふ B5 1/2 小白浜 奉仕　美談 伝聞ＮＦ 下14 あり
60    下 挿入画 流馬に跨り逃る B5 1/2 久慈 奇談 伝聞ＮＦ 下26 あり
61    下 挿入画 汽笛を聞て騒擾を極る（中巻で次号掲載告知） B5 1/2 志津川 悲惨 伝聞ＮＦ 中11 あり
62    下 挿入画 男世帯にて旅客を遇する　（同上） B5 1/2 志津川 奉仕 伝聞ＮＦ 中11 なし
63    下 挿入画 仮小屋に疲労を慰むる　（同上） B5 1/2 大船渡 奉仕 写実R 中16 なし
64    下 挿入画 永澤某救助せらるる　（同上） B5 1/2 釜石 悲哀 伝聞ＮＦ 中19 なし
65    下 挿入画 漁夫漂民を船幽霊と疑ふ　（同上） B5 1/2 重茂 奇談 伝聞ＮＦ 中26 あり
66    下 挿入画 柱に挟まれて助かる　（同上） B5 1/2 大浦 奇談 伝聞ＮＦ 中27 なし
67    下 挿入画 釜石町被害後惨況 B5 1/2 釜石 悲惨 写実R
68    下 挿入画 溺死者追吊法会 B5 1/2 悲哀 想像NＦ
69    下 挿入画 宮古下浜惨況 B5 1/2 宮古 悲惨 写実R
70    下 挿入画 大石二分して缺け落たる B5 1/2 吉浜 奇景 写実R
71    下 挿入画 唐丹村被害後惨況 B5 1/2 唐丹 悲惨 写実R
72    下 挿入画 小児死母を抱き起す B5 1/2 志津川 孝行 伝聞ＮＦ 下6 なし
73    下 挿入画 孝子天助を得る B5 1/2 志津川 孝行 伝聞ＮＦ 下7 あり



































◇地名が示されていない口絵 31 を除き、場所の特定が可能な 20 点の口絵・挿入画が全
　　　　 山本松谷の「津波絵」一覧
61 3    上 挿入画 漁夫の妻隣家の小児と波間に漂う B4 1/4 田野畑 悲惨　悲哀 伝聞NＦ 上33 あり
47 7    上 挿入画 教員某御真影を捧げ出す B5 1/2 越喜来 忠誠 伝聞ＮＦ 上23 あり
61 9    上 挿入画 山田町の民戸失火の為焼死する B4 1/4 山田 悲惨 伝聞ＮＦ 中27 なし
23 10    上 挿入画 巡査を指揮して人命救助 B5 1/2 宮古 忠誠　奉仕 伝聞ＮＦ 下22 なし
53 14    上 挿入画 幼児樹間に介在する B5 1/2 唐丹 奇談 伝聞ＮＦ 上26、中18 2記事と重複
43 15    上 挿入画 死人田中に倒まに立つ B5 1/2 唐桑 悲惨 写実R 上21 あり
64 30    上 挿入画 記載なし（図添書「地中の人声を聞て救出」） B5 1/2 釜石 奇談 伝聞ＮＦ 上24 なし
31    中 口絵 家屋人畜を流亡する B4 悲惨 想像Ｆ
97 33    中 挿入画 村童鉦を鳴らして遊戯する B5 1/2 相川 悲哀 伝聞ＮＦ 中１０ あり
109 34    中 挿入画 勇婦家族四人を救ひ出す B5 1/2 志津川 美談 伝聞ＮＦ 中10長文 あり
91 35    中 挿入画 老婆襤褸を纏ひ途上に彷徨する B5 1/2 歌津 悲哀 伝聞ＮＦ 中12 なし
101 37    中 挿入画 前川某鯣船救助せらるる B5 3/4 釜石 美談 伝聞ＮＦ 中19 なし
52    下 口絵 釜石町の医師鈴木琢治氏遭難者を救ふ B4 釜石 奉仕　美談 伝聞ＮＦ 下11長文 なし
186 53    下 挿入画 神棚に厭せられて母と祖母に別るる B5 1/2 白浜 悲哀 伝聞ＮＦ 下6 あり
154 55    下 挿入画 婚礼の際海嘯に遭ふ B5 1/2 歌津 悲惨　悲哀 伝聞ＮＦ 下7 あり
182 57    下 挿入画 一少女臼中に在りて助命を得る B5 1/2 大谷 奇談 伝聞ＮＦ 下7 あり
158 58    下 挿入画 大谷郵便局長遭難 B5 1/2 大谷 悲哀 伝聞ＮＦ 下8 あり
162 61    下 挿入画 汽笛を聞て騒擾を極る（中巻で次号掲載告知） B5 1/2 志津川 悲惨 伝聞ＮＦ 中11 あり
168 62    下 挿入画 男世帯にて旅客を遇する　（同上） B5 1/2 志津川 奉仕 伝聞ＮＦ 中11 なし
174 63    下 挿入画 仮小屋に疲労を慰むる　（同上） B5 1/2 大船渡 奉仕 写実R 中16 なし
150 73    下 挿入画 孝子天助を得る B5 1/2 志津川 孝行 伝聞ＮＦ 下7 あり








挿入」と記述）しており、うち 3 点が松谷の「津波絵」である。 
◇74 点の「津波絵」のうち、忠誠、奉仕、美談が主題のものは 18 点である。うち半数














 さらに、山本松谷の描いた津波絵 21 点について、その題材の選定と描画要素の構成につ
いて検討し、津波被害という事象をどのように表象化したかを考察する。 
 『被害録』の中で、彩色の「津波絵」は 4 枚しか存在しない。上中下巻を統一する表紙











                                                   
49 前掲註 45、p.116。 






























































   
第 4 節 『大海嘯被害録』の「津波絵」の地理
的分布 

















 ただ、同時期に三陸の被害地に入った東京日日新聞の 2 記者は次のような行程を採って
いる。宮城県担当者は東京→仙台→新田を列車で向かい、新田からは徒歩で志津川に向か
った。到着は 18 日真夜中とあり、到達までに丸 2 日間費やした。一方、岩手県担当者は東
京→花巻を列車利用した。ここまでに 24 時間経過し、その後、人力車、駄馬で遠野に到着、
その後徒歩で釜石に向かった。到着は 18 日午後 10 時、睡眠時間はわずか 3 時間とこれも




                                                   
50 前掲註 39 書、p.116。 
51 前掲註 25 書、pp.46-47 




現自治体名 場所 掲載数 比率（％）
久慈市 久慈 3 5
田野畑村 田野畑 1



































































                                                   
53 自覚された、もしくは無自覚の潜まれた意図は、それぞれのメディアが成立上、構造上
有している特性と無縁ではない。少なくとも、テレビメディアにはそうした、特性が存
在する。この点については、第 6 章で明らかにしたい。 


































の共同体』書籍工房早山、2007、p86。Anderson,Benedict, IMAGINED COMMUNITIES : 
Reflections on the Origin and Spread of Nationalism, 1991, Verso, London. 
55 前掲註 33 書、P.161。 
56 川島秀一『津波のまちに生きて』冨山房インターナショナル、2012、pp.185-198。 
57 前掲註 10 書、pp.9-10。 




第 5 章 マス・メディアの表象に潜む「公権力」の諸相 










一体で描くとともに、1888 年（明治 21）の磐梯山の噴火3や 1891 年（明治 24）濃尾地震4
などの大災害も特集している。 







                                                   
1  1889 年（明治 22）に創刊した『風俗画報』はその後 27 年間にわたって刊行され、通巻、
号数外を合わせると 518 冊が発行された。 
2 1894 年（明治 27）から 1896 年（明治 29）にかけて日清戦争を扱った特集は『日清戦争
図会』『征清図会』の名称で 10 回に発行された。また 1874 年（明治 7）の「台湾出兵」で





4 1891 年（明治 24）朝に発生した濃尾地震は M8.0 の規模で明治以降の近代日本が遭遇した
始めての巨大地震とされた（内閣府広報『ぼうさい』36、2006.11、pp.16-17）。倒壊家屋
14 万戸以上、死者 7,000 人以上という大被害をもたらし、当時新しく登場した写真や石版
画によって惨状が伝えられ新聞社による義援金の募集なども行われた。 
5 三陸沖を震源とする M9.0 の地震によって発生した大津波の被害範囲は、北海道から高知
県まで 21 道府県 死者 19,225 人、行方不明者 2,614 人（消防庁「東日本大震災について」
151 報、2015 年 3 月 1 日現在）となった。 
6 宇佐見龍夫他編『日本被害地震総覧 599−2012』（東京大学出版会、2013）より。 
7 1872 年（明治 5）創刊。1881 年（明治 14）には政府の御用新聞になったが、1911 年（明
治 44）、大阪毎日新聞に買収された。戦時中の新聞統合政策により 1943 年から毎日新聞と
改めさせられた 




波絵8」は 74 枚にのぼり、『風俗画報臨時増刊 大海嘯被害録』（以下、『被害録』とする）
上中下 3 巻として順次発行された9。 





















                                                   
8 本論では、明治三陸大津波とその被害状況を扱った報道画を「津波絵」とした。  
9『風俗画報』は明治三陸大津波の特集号として通巻 118 号から 120 号までを『大海嘯被害
録』上巻（7 月 10 日発行）、中巻（7 月 25 日同）、下巻（8 月 10 日同）として 15 日間隔で
3 巻発行した。『風俗画報』は平時には月刊だったが、戦争報道や災害報道にあたってはお
おむね半月に 1 号の間隔で発行した。 本論文では『復刻版 明治 29 年「風俗画報」臨時




を読者に伝えられるとして、第 4 章では「語り絵」という表現を用いた。 
11 アイゼンスタインは『印刷革命』（みすず書房、1987、Eisenstein, Elizabeth L, THE PRINTING 
REVOLUTION IN EARLY MODERN EUROPE, 1983, Cambridge University Press）などで印刷技
術の進歩がルネサンスや宗教革命などの近代の文化の変容をもたらしたと論じた。またア
ンダーソンは『定本想像の共同体』（書籍工房早山、2007、Anderson, Benedict, IMAGINED 
COMMUNITIES : Reflections on the Origin and Spread of Nationalism, 1991, Verso, London）な
どで、出版によって成立した国語の出現が国民国家という意識を生み出した、などと論じ
ている。 





























 『被害録』における「官憲」の姿は、74 枚中 18 枚の津波絵の中に描かれ13､同時に記事
によって詳細に描写されている。なお、これらの「津波絵」中では軍の活動が明確に描か
れている画は見当たらない。警察官等14の姿が描かれている描写は次の①～⑱である（便宜
上、丸数字で通し番号を設けた。引用記事末尾の【 】番号は第 4 章第 1 節【表 2-1】に示
した「風俗画報臨時増刊 大海嘯被害録 津波絵一覧」の通し番号を示した。関連記事中














① 「山田町の民戸失火の為焼失する」中巻 27 頁 







② 「巡査指揮して人命を救助」下巻 22 頁 




③ 「漁網を御して五十余人の死体を引き揚ぐる」上巻 22 頁 
     同村にては、海中の死屍を捜索するが漁網を卸ろして曳きしに、網に罹りて来
りし者五十余人余りに重くして曳き上ぐること能はず、漸やく半分づつに分か
ちて陸に上げたりと、（挿画参着）（【１３】） 
④ 「死人田中に倒まに立つ」上巻 21 頁 
     又同村にては、遭難の翌日郡吏救援に赴さしに、田の中へ倒まになつて立ち居
たる死体ありしと、（挿画参着）（【１５】） 
⑤ 「石応寺門前伏死相累なる」上巻 25 頁 












⑧ 「看守監房を破て囚徒を開放する」上巻 13 頁、中巻 10 頁      








悉く囚徒を開放せり、（挿画参着）15（中巻 10 頁より筆者抜粋）（【３２】） 
⑨ 「巡査某橋上の少年を救ふ」中巻 29 頁 











⑬ 「溺死人を遺族に引き渡す」関連記事下巻 26 頁 
     海嘯の翌日七十人許の死骸を掘出したれど、何処の誰かは判然せぬ故,数多の検
視人を集めて之を調べ、一々札を着けて遺族に引き渡せりとなん、慘又慘（【５
１】） 
⑭ 「倉庫を発きて窮民を救ふ」下巻 14 頁 




⑮ 「汽笛を聞きて騒擾を極る」中巻 11 頁 




















⑯ 「仮小屋にて疲労を慰むる」中巻 16 頁 
     戸板両三枚を並べて仮屋を築けるもあり、畳一枚に日頃の疲れを慰め居るもあ
り、中には逸早く柄には逢はぬ箪笥など流れ来るを引き上げて、警官の取り調
べを受け居るもありと、（【６３】） 
⑰ 「釜石町被害後惨況」            記事なし（【６７】） 
























                                                   
17 記者の活動は、被災地域への派遣・取材活動に震災直後は制約があったと考えられ、宮











A 有り／有り ②⑧⑨ ④⑮⑯






























































































A 有り／有り ②⑧⑨ ④⑮⑯
A´ 有り／無し ①⑭ ③⑤⑬
B 無し ⑥⑦⑩⑪⑫⑰⑱
津波絵の描写と統治力の回復　『被害録』より筆者作成








（『被害録』上巻 5 頁） 
 
以上の記述によれば、三陸地域には警部級警察官 27 人、巡査級警察官 113 人が派遣され
た。さらに 458 人の人足が補助にあたっている。警察官と人足の派遣数 598 人に対し、岩
手県警要覧によれば岩手県の警察官の定員は記録のある 1954 年（昭和 29）で 1,060 人、




















                                                   











































 「医師救助記」は以下のような 6 つの主要場面と総括的評価の 7 つの要素で構成されて
いる。以下【表 2-6】で構成を提示する。 
『被害録』編集者は記事の中で、「殆ど無政府同様の場合に当り」として、公権力による
                                                   
21 山本松谷画描いた「津波絵」については「題材としての明治三陸大津波と「津波絵」と
いう表象」（『横浜市立大学国際文化紀要』22、2015 年 12 月発行）で分析した。 










































































































































                                                   
22 有山輝雄『「中立」新聞の形成』世界思想社、2008 
23 有山は前掲註 22 書（pp.71-77）で、1881 年に発行停止処分を受けた朝日新聞が、通俗
的な小新聞から政治・経済などを扱う新聞となることを条件に、政府とオーナーの村山
家の間で極秘出資があったことを明らかにしている。 
24 1875 年（明治 8）に出版物を通じての名誉毀損に対する処罰を定めた太政官布告。 
25 1887 年（明治 20）に新聞の反政府的言論活動を制限するために制定された勅令。 
26 鈴木健二『戦争と新聞』筑摩書房、2015、p.27。 
27 前掲註 26 書、p.29。 
28 前掲註 26 書、p.30。 












階層／新聞 万朝報 報知新聞 読売新聞 東京朝日 時事新報 日本
商人 10（１５） 147（27） 57(14) 67(31) 68(37） 0
商店小僧 7（10） 77（14） 90(23) 17(8) 28(15) 0
実業家 1 12 2 9(4) 14(8) 1
会社銀行員 0 2 7 2 10(5) 0
学生 10（15） 88（16） 164(41) 41(19) 7 3
教員 0 3 10(3) 5 1 4
官吏 3（４） 15（3） 4 4 14(8) 3
職工 10（15） 16（3） 4 9(4) 2 0
職人 3（４） 12 3 1 2 0
車夫 5（７） 4 3 2 3 0
配達人 2 8 6 0 1 0
兵士 1 80（15） 14(4) 24(11) 15(8) 1
農民 5（７） 25（5） 3 17(8) 10(5) 4
ほか 10（15） 58（11） 32(8) 20(9） 10(5) 4
計 67 547 399 218 185 20
ハガキ投書欄にみる新聞読者層
※　山本武利[1981：p.94]掲載の表を元に、明らかな計算誤りを訂正した上で転載した。   
   単位は人、( )内は各新聞における階層の占めるパーセント。 
 




の主要 6 新聞は月極の価格が最も安い「万朝報」が 24 銭、高い「時事新報」は 50 銭で、
「報知」35 銭、「読売」35 銭、「東京朝日」33 銭、「日本」は 40 銭であった31。1896 年（明
治 29）に『被害録』を発行した『風俗画報』は、その前年に日清戦争を題材にした特集号
を連続 10 回、台湾出兵」に関する特集を 5 回連続で出すなど、特集号の発行を加速してい
た時期である。1898 年（明治 31）から 1900 年（明治 33）にかけては平時の特集として「新
撰東京名所図会」の連続シリーズを発行しており、特集シリーズの刊行が続いていた。『風
                                                   
29 山本武利『近代日本の新聞読者層』法政大学出版局、1981、p.94。 
30 前掲註 29 書、pp.92-93。 
31 前掲註 29 書、p.96。 





戦争・軍事 災害 皇室・祭事 名所図・歳時記 博覧会・社会風俗他 ポンチ絵特集
特集数（188） 60 16 17 72 16 7
主なテーマ 征清図会１編－9編 海嘯被害録上中下 大婚25年祝典記事 江戸歳時記上下 第三回内国勧業博覧会







米艦歓迎紀念号 各地水害図会 皇后陛下伊勢行啓図会 成田鉄道名勝誌 来客案内郵船図会




俗画報』の読者層のデータは明らかでないが、『風俗画報』の定価は 1 冊 10 銭32であり、当
時の東京主要 6 新聞の定期購読料に比べれば単価としては高いものの、今日の新聞定期購








も格好の題材だった。1889 年（明治 22）に創刊された『風俗画報』は、1916 年（大正 5）
の廃刊までに通算 518 冊が発刊された。通巻は 478 号、号数外 39 冊ある中で 299、300 号
に号外が発刊され、301 号が欠巻だったため、計 518 冊（通巻は 479 冊､号数外 39 冊）が
出版されている35。これらの『風俗画報』のなかには特定のテーマを扱った特集号が通巻の




 通巻 479 冊のうち、およそ 4 割にあたる 188 冊が特集号として編集されているが、その
うちの 3 分の 1 に当たる 60 冊が、日清、日露、台湾出兵などの対外戦争を伝える戦地報道
の特集に当てられている（【表 2-8】参照）。一方で大規模な災害が発生すると、特集号は「災
害報道」に変じている。災害報道の特集も 16 冊あり、1 割弱の頻度である。もっとも平時
の特集は、全国各地の名所・名勝や東京の名所を紹介する「名所図会」に主力が置かれ、




34 教育総監部編纂『満州事変軍事美談集 在郷軍人之部』正武堂、1931。 
35 槌田満史監修『『風俗画報』CD－ROM 版別冊』ゆまに書房、1997、凡例より。 













特集号の発行年月日を見ると、創刊から 1893 年(明治 26)までの通巻第 63 号までで、特集
















は岩手 2,115 人、宮城 3,683 人、福島 3,241 人で､三県でおよそ 9,000 人規模であった39。
津波を受けて警察庁は全国から三県に応援の部隊を送り込んだが、その延べ数は 114 万人
（2013 年 9 月まで）である。警察官の定員40は全国すべての都道府県を併せて 25 万人強で




38 第 15 号（明治 23 年 4 月 15 日）『第三回内国勧業博覧会』、第 35 回（明治 24 年 11 月
30 日）『十月二十八日震災記』、第 36 回（明治 24 年 12 月 10 日）『震災記聞前号之続』、
第 54 号（明治 26 年 6 月 1 日）『日本帝国陸軍特別大演習記事及服制図会』である。第
35、36 回は濃尾地震の速報で、東陽堂社長、吾妻健三郞が自ら現地に赴いて編集した。 
39 「東日本大震災に伴う警察措置」警察庁、2015 年 3 月発表。 
40 2015 年 4 月現在、政令上の定員 253,460 人、各都道府県の条例に基づく定員は 257,978





警察庁の前掲資料（註 42）では、東日本大震災を受けた警察の任務は大別して 6 種ある。
①救出/救助、②避難誘導、③交通規制、④被災者支援、⑤身元確認、⑥生活の安全と秩序
維持－で、本章第 1 節に示した【表 2‐4】「津波絵に描かれた「公権力」の配置」と照合す
れば、〈カテゴリーⅠ〉「津波の襲来のさなか（直後）」にあたるのが①②③であり、〈Ⅱ〉
の津波襲来の後にあたるのが③④⑤⑥に相当する。 
 警察庁は 2015 年 3 月に公表した「東日本大震災に伴う警察措置」の中41で、被災前 1 年
間と被災後 1 年目、2 年目、3 年目､4 年目の 3 県の刑法犯罪の発生件数を比較している。
被災後に増えた犯罪は、凶悪犯、粗暴犯、窃盗犯（侵入盗、乗り物盗、非侵入盗）、知能犯、
風俗犯、そのほか、の分類の中で粗暴犯（震災 2 年目、3 年目）、侵入盗（1 年目）、風俗犯













                                                                                                                                                     
人で、差があるがいずれも 25 万人を越えている。 
41 警察庁が 2015 年 3 月に公表した資料「東日本大震災に伴う警察措置」より。 
【表2－9】
震災後4年目 震災後3年目 震災後2年目 震災後1年目 震災前1年
（平成) 26.3‐27.2 25.3‐26.2 24.3‐25.2 23.3－24.2 22.3－23.2
38036 39537 40113 42100 51305
凶悪犯 124 165 191 187 245
粗暴犯 1923 2181 2224 1803 2008
窃盗犯 27009 27970 28736 31893 38484
侵入盗 4143 4189 4696 5729 5690
乗り物盗 7828 8235 8572 9991 12440
非侵入盗 15038 15546 15468 16173 20354
知能犯 1727 1596 1382 1149 1905
風俗犯 410 423 386 375 404










その動員数は気仙地方・警部 9 人（以下、階級は同じ）、南閉伊・東閉伊郡 12 人、南北九
戸郡 3 人、西閉伊郡 1 人、北閉伊郡 2 人で、他巡査 113 人の計 140 人で、人夫として作業































                                                   
42 レベッカ・ソルニット著、高月園子訳『災害ユートピア』亜紀書房、2010。Solni, Rebecca 
t, A PARADISE BUILT IN HELL:The Extraordinary CommunitiesThat Arise in Disaster, 2009, 
Frederick Hill Bonnie. 

























 民主主義国家における権力の基底は、国民 1 人 1 人が持つ権利の集積から生じてくると










                                                   
43 前掲註 42 書、pp.322-323。 
44 前掲註 42 書、p.323。 
45 ミシェル・フーコー、渡辺守章訳『知への意志』新潮出版、1986、p.121． FOUCAULT, 
MICHEL：LA VOLONTE DE SAVOIR, 1976, EDION GALLMARD. 






























明治三陸大津波の 7 年前、大日本帝国憲法（以下、「明治憲法」と称す）は 1889 年（明







                                                   
46 青森県青森市で 1888 年（明治 21）に創刊。 





































                                                   
47 河西英通『東北－つくられた異境』中央公論新社、2001、p.80。 
48 前掲註 47 書、p.80。 
49 前掲註 42 書、pp.318-341。 







































                                                   
50 中内敏夫『軍国美談と教科書』岩波書店、1988、p.5。 















                                                   
51 前掲註 26 書、p.291。 





第 6 章 テレビ・メディアの特性と東日本大震災 

































ア自体、そして公権力自体による、震災の表象化を経ているのである。第 4、第 5 章では明
治三陸大津波における、公権力とマス・メディアによる情報の表象化と共振について論じ

























筆者は株式会社 TBS テレビの報道局員として、東日本大震災の被害現場に 2011 年 4 月














ア情報誌『調査情報』（1958 年創刊、隔月刊行）に連載してきた。連載期間は 2011 年 9
月から 2015 年 9 月の現在まで、計 25 回になった。「三陸彷徨」では、編集者による校正
は行われるが、記事に関する「構成」は全て筆者の責任で行い、編集側からの編集権の
行使は、用語・文法上の指摘、修正にとどまっている。取り扱う事象、文脈、用語の選







第 1 節 テレビ・メディアの構造と特性 
 
（１）東日本大震災に対応したメディア分析事例 

























                                                                                                                                                     
択は全て、筆者の責任で行われている。よって、叙述に含まれる災害被害地に関わる記
述は、筆者の中で形成された津波に関わる諸認識に基づいている。 
3 発生直後の 1995 年 2 月 17 日までに、死者 5,391 人、行方不明者 2 人、負傷者 33,222 人、
建物の全半壊・一部損壊は 109,464 棟に及んだ。（『ドキュメント阪神大震災全記録』毎日
新聞社、1995、p.158） 
4 山田健太『3・11 とメディア』トランスビュー、2013。 
5 丹羽美之・藤田真文『メディアが震えた』東京大学出版会、2013。 




























だけでも、TBS も含めて 28 社のローカル放送
局が存在する。こうした民間放送ネットワーク網は、他にも NNN 系列（日本テレビ系）、









                                                   
6 何れの系列も在京のキー局が全国向けニュースの編集権を保持している。在京キー局とは、




































































































                                                   
9 通常、テレビ取材の場合、取材の主体となる記者またはディレクター1 人、ビデオカメラ











































る。東日本大震災の地震発生時刻 14 時 46 分 18 秒から 1 分 30 秒後に NHK が特別放送に切
り替えたのを始め、およそ 11 分後までには民放全ての放送局の放送番組が「特別番組」に
切り替わった。その後 NHK は連続 182 時間、テレビ朝日 74 時間、TBS62 時間、日本テレ















集権・放送権も TBS が持つ「JNN 特別番組」（系列に所属する放送局は必ず同時に放送
する義務がある番組）の 2 種類がある。 
12 前掲註 5 書、pp.73-74。 











































17 吉見俊哉『メディア文化論』有斐閣、2004、pp.62-65 参照。 
18 前掲註 17 書、p.66。 







































 松山秀明は震災発生から 1 年間の在京テレビ局による震災報道、すなわち NHK、NHK 教
育、日本テレビ、テレビ朝日、TBS テレビ、テレビ東京、フジテレビの全国ニュースを対
象に、報道内容の分析を行っている19。ここでは国立情報学研究所のテレビ・アーカイブシ
                                                   
19 松山秀明「テレビが描いた震災地図」（前掲註 5 書、pp.73-117）  






を行っている。松山は、ニュースの中の発話から、岩手・宮城・福島の 3 県全 127 市町村
において、ニュースが対象とした地域（市町村別）を定量的に調べた。その結果、200 回以




























                                                   
20 1 位仙台市（3,587 回）2 位石巻市（3,539 回）3 位南三陸町（2,729 回）4 位気仙沼市（2,414
回）5 位陸前高田市（2,384 回）、以上前掲註 4 書、p.83。 
21 被災量は〈浸水範囲面積〉〈推定浸水域にかかる人口〉〈推定浸水域にかかる世帯数〉〈浸
水範囲概況にかかる事業所数〉〈浸水範囲概況にかかる従業員数〉〈使者・行方不明者数〉
〈死者・行方不明者率〉をデータとして扱っている。（前掲註 5 書 pp.87-89） 
22 前掲註 22 書、pp.85-89。 

































24 漁港の種類は 5 種に分かれている。地元漁船が利用する第 1 種、全国的な規模で漁船の












1 仙台市　宮城野区 1,780 19.4 22,085 18.5
若林区 830 11.5 7,009 9.3
太白区 516 8.3 5,552 9.5
2 石巻市 7,865 86.7 62,679 87.6
3 南三陸町 887 98.3 6,256 98.5
4 気仙沼市 3,672 79.9 27,736 82.5
5 陸前高田市 1,280 99.8 7,688 99.3
19 女川町 651 99.2 5,721 99.7
【表2-10】　　報道偏在の顕著な自治体の事業所数・従業員数 （総務省統計局調査「平成21年経済センサス」より）































 従って、松山の分析を更に進めれば、報道偏在が起きた地域の持つ理由は次の 2 点に置
き換えられるのではないか。1 つは、報道偏在が進んだ地域は水産加工業とそれに伴う流通
業や地域の消費者の存在など、2 次産業を基盤とする経済の地域循環性が保たれた地域であ
                                                                                                                                                     















































 ならば津波被害地の中で「災い」という表現はどのように現れたのか。第 4、5 章で扱っ
た『大海嘯被害録』では「災い」は次のような文脈で現れる。 






  ○御救恤 本月十五日三陸地方非常海嘯の災に罹りたる趣憫然に思召され 天皇皇后
陛下より岩手県へ金一万円宮城県へ金三千円青森県へ一千円下し賜りたり27 
 






























                                                   
27 マヨヒガ 遠野文化友の会編『復刻版 明治 29年「風俗画報」臨時増刊 大海嘯被害録』、
遠野市立遠野文化センター、2012、p.19。 






















































 本章で検討材料とする「三陸彷徨」は第 1 回から第 5 回までの連載が、筆者が気仙沼市
に滞在している間の叙述である。第 6 回から第 25 回までは筆者が東京在勤になってからの





 【表 2-11】 
 
 










回数 年月 取材地 主要なキーワード１ 2 3
1 2011.9 気仙沼 被災市民の反発 報道する理由 被災地におもねる報道
2 11 陸前高田 生き残った男 総理大臣視察 被災地からの訴え
3 2012.1 気仙沼、釜石 小沢一郎 復興格差 中央からの自立
4 3 気仙沼 復興計画 郷土芸能 普通の人々
5 5 気仙沼、南三陸 歴史の回帰 被写体にされる 静謐の必要性
「三陸彷徨」における津波被害地の「照準」
6 7 横浜、気仙沼 民俗学者 集団移転 ゲニウス・ロキ＝地霊
7 9 気仙沼、野田 鉄路の先 仙台という中央 天皇行幸
8 11 大船渡、横浜 中央政治と地方 ＶＴＲによる伝承 都市の再生
9 2013.1 気仙沼 首長のランク付け 復興特区構想 福島取材
10 3 福島、会津 惠日寺 奥州人 境界と辺境
11 5 気仙沼大島 非被災者のアジール 街の「沈降」 普段の口調
12 7 仙台、奥尻島、気仙沼 防潮堤建設 震災の記憶 変わらない場所
13 9 東京、福島 原発の風評 「したたり落ちる」 「住宅基礎」から見る
14 11 牡鹿（桃浦） 復興特区構想 「浜」の分断 生業と漁業権
15 2014.1 東京、大熊、いわき 福島第一原発 原発避難者 復興と妙見信仰

































                                                   
34 キーワードは本文を編集した編集者が採用した見出し、筆者が本文を書くにあたり主題
とした表現を抽出した。 
35 前掲註 5 書、p.75。 
16 3 宮古、重茂（姉吉） 警告の碑 教訓の集落 漁協という自治
17 5 陸前高田、気仙沼 防潮堤の意味 嵩上げ 海の街の「地平」とは
18 7 牡鹿（寄磯） 900年の集落史 アンバサン信仰 海の共同作業
19 9 宮古、田野畑 ウニの口開け 三閉伊一揆 海という「入会」
20 11 広島、三陸 土砂災害 自然現象と災害 スサノオ伝説
21 2015.1 陸前高田（米崎） 竹下政治 参議院選挙 「誰がそこに戻るのか」
22 3 長崎、塩竃（寒風沢） 漂流記 貞観地震 地球大の自然
23 5 陸前高田（高田） ＪＮＮ中継 漁業を営む権利 孤独死
24 7 三陸全般 『地震総覧』 記録とマス・メディア 『風俗画報』
25 9 鴨川、気仙沼 美術館 『津波の災害史』 被災物










こに「個」の判断の志向性が育まれるのである。しかし、1 つ 1 つの記事がどう読まれたか、
ということを示す、例えばテレビにおける番組ごとに示される視聴率のような指標は存在
していない。 















陸彷徨」の連載は被災から 5 ヶ月を経た 2011 年 8 月締め切りの 2011 年 9-10 月号（通巻 502
号）から開始された（各連載の概要は章末【資料】参照）。 
筆者が赴任したＪＮＮ三陸臨時支局の創設が 2011 年 5 月 1 日であり、その開始を待って
掲載の準備が進んだためである。『調査情報』では 2011 年 7-8 月号から「東日本大震災と放






に、投稿を求めてきた。このため、筆者連載に加えて、それら記事 1 本ないし 2 本が一つ
のコーナーとしてグループ化され掲載された（2014 年 7-8 月号は、筆者の連載 1 本のみで、
地方局貴社の掲載はなかった）。 







回は、2011 年 8 月初旬締め切りであり、その時点では 9 本の記事が掲載された。第 2 回は
2011 年 10 月締め切りであるが、「東日本大震災と放送メディア」Ⅲが特集されており、7
本の掲載をみた。第 4 回連載時は 2012 年 1 月締め切り、2 月発行のため、震災から 1 周年
を迎えることが契機となり 4 本の掲載があったが、その後は第 7 回連載時（2012 年 8 月締
め切り、9 月発行）に 5 本が掲載されたのを最後に、通常連載以外の記事はなくなった。そ










                                                   
36 例えば、日本新聞協会では『新聞研究』721（2011 年 8 月号）で「東日本大震災と報道」

















































































 【表 2-12】 
 
 















回数 年月 取材地 主要なキーワード１ 2 3
1 2011.9 気仙沼 被災市民の反発 報道する理由 被災地におもねる報道
2 11 陸前高田 生き残った男 総理大臣視察 被災地からの訴え
3 2012.1 気仙沼、釜石 小沢一郎 復興格差 中央からの自立
4 3 気仙沼 復興計画 郷土芸能 普通の人々
5 5 気仙沼、南三陸 歴史の回帰 被写体にされる 静謐の必要性
6 7 横浜、気仙沼 民俗学者 集団移転 ゲニウス・ロキ＝地霊
7 9 気仙沼、野田 鉄路の先 仙台という中央 天皇行幸
8 11 大船渡、横浜 中央政治と地方 ＶＴＲによる伝承 都市の再生
9 2013.1 気仙沼 首長のランク付け 復興特区構想 福島取材
10 3 福島、会津 惠日寺 奥州人 境界と辺境
11 5 気仙沼大島 非被災者のアジール 街の「沈降」 普段の口調
12 7 仙台、奥尻島、気仙沼 防潮堤建設 震災の記憶 変わらない場所
13 9 東京、福島 原発の風評 「したたり落ちる」 「住宅基礎」から見る
14 11 牡鹿（桃浦） 復興特区構想 「浜」の分断 生業と漁業権
15 2014.1 東京、大熊、いわき 福島第一原発 原発避難者 復興と妙見信仰
16 3 宮古、重茂（姉吉） 警告の碑 教訓の集落 漁協という自治
17 5 陸前高田、気仙沼 防潮堤の意味 嵩上げ 海の街の「地平」とは
18 7 牡鹿（寄磯） 900年の集落史 アンバサン信仰 海の共同作業
19 9 宮古、田野畑 ウニの口開け 三閉伊一揆 海という「入会」
20 11 広島、三陸 土砂災害 自然現象と災害 スサノオ伝説
21 2015.1 陸前高田（米崎） 竹下政治 参議院選挙 「誰がそこに戻るのか」
22 3 長崎、塩竃（寒風沢） 漂流記 貞観地震 地球大の自然
23 5 陸前高田（高田） ＪＮＮ中継 漁業を営む権利 孤独死
24 7 三陸全般 『地震総覧』 記録とマス・メディア 『風俗画報』
25 9 鴨川、気仙沼 美術館 『津波の災害史』 被災物
「三陸彷徨」における「海」からの視点
海 















と地域〉に関わるキーワードを摘出した。（以下【表 2-13】【表 2-14】【表 2-15】参照）。 





















                                                                                                                                                     
ッチフレーズに用いたことで、より一般化したと考えられる。 










【表 2-13】 時間軸から表象したキーワード 
 














い。〈7/1 鉄路の先〉〈7/2 仙台という中央〉では､JR による鉄道網の復活を望む地域住民と、





                                                   
39 この公権力による漁業集落の生業システムへの介入については、第 3 部で論じる。 
回数 年月 取材地 主要なキーワード１ 2 3
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11 5 気仙沼大島 非被災者のアジール 街の「沈降」 普段の口調
12 7 仙台、奥尻島、気仙沼 防潮堤建設 震災の記憶 変わらない場所
13 9 東京、福島 原発の風評 「したたり落ちる」 「住宅基礎」から見る
14 11 牡鹿（桃浦） 復興特区構想 「浜」の分断 生業と漁業権
15 2014.1 東京、大熊、いわき 福島第一原発 原発避難者 復興と妙見信仰
16 3 宮古、重茂（姉吉） 警告の碑 教訓の集落 漁協という自治
17 5 陸前高田、気仙沼 防潮堤の意味 嵩上げ 海の街の「地平」とは
18 7 牡鹿（寄磯） 900年の集落史 アンバサン信仰 海の共同作業
19 9 宮古、田野畑 ウニの口開け 三閉伊一揆 海という「入会」
20 11 広島、三陸 土砂災害 自然現象と災害 スサノオ伝説
21 2015.1 陸前高田（米崎） 竹下政治 参議院選挙 「誰がそこに戻るのか」
22 3 長崎、塩竃（寒風沢） 漂流記 貞観地震 地球大の自然
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24 7 三陸全般 『地震総覧』 記録とマス・メディア 『風俗画報』
25 9 鴨川、気仙沼 美術館 『津波の災害史』 被災物
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三陸における大津波は、1896年（明治 29）以降 3回あった。次いで 1933年（昭和 8）の














二次大戦下における 3 つの大地震（1943.9「鳥取地震」死者 1,083人、1944.12「東南海地震」









                                                   
1 防災研究者、山村武彦「1960年のチリ地震津波被害」
http://www.bo-sai.co.jp/chirijishintunami.html。（最終閲覧 2015年 2月 1日） 
2 木村玲欧『戦争に隠された「震度 7」』吉川弘文館、2014、p.45参照。 

























 東日本大震災からまもなく満 5 年を迎えようとしている。被災した地域では被害漁船の
再建、港湾設備の整備、漁港機能の回復、住居の高台への移転など復興に向けた事業が国
の支援などを核として進んでいる。国は所得税額に 2.1％を上乗せ加税、地方税は年額 1，











27%（81） 河川補修 100% 












53%（100） 医療施設 100% 学校施設 98% 
復興（支
援）道路 




65% 養殖施設 90% 
 
                                                   
1 東日本大震災からの復興のための施策を実施するために必要な「財源確保特別措置法」（平
成 23年 12月 2日法律第 117号） 









（ ）内は着工率、2015年 6月末日現在。福島県の避難指示区域は調査から除く。 





























                                                   


































第 7 章 宮城県牡鹿半島における漁業空間の変容 

















































































9 前掲註 8 書、pp.44-49。 
10 高橋美貴「近世における「漁場」の構造と漁業社会－三陸地方を事例として－」（『日
本史研究』384、1994、pp. 4-5） 






































                                                   
11 幕藩体制下の盛岡藩、八戸藩では「漁場請負制」として有力な漁家、商人などが藩に
運上金を納入する一方で経営にあたっていた。 
12 前掲註 10 論文、p.7。 





































                                                   




17 前掲註 16 論文。 
18 旧宮城県牡鹿郡役所編纂『牡鹿郡誌』牡鹿郡役所、1923 年 3 月 30 日発行（臨川書店、
















は、渡波では寛永 18 年（1641）に 17 人で、その約 200 年後の天保 8 年(1837)にはおよ
そ 16 倍の 297 人にまで増えている。寄磯でも寛永 18 年(1648)に 17 人だった「御百姓」
は 49 人に増えている。庄司は「元禄以降の商品＝貨幣経済の発展」が牡鹿半島にも及び
集落人口の増加をもたらしたと指摘している23。 





49 軒、同じ裏浜の鮫浦湾沿いにある谷川は「御百姓」43 人、家数 43 軒、鮫浦「御百姓」













る社会が形成された。寄磯に 1837 年(天保 3)当時 49 戸の「御百姓」がおり、5 人の五十
                                                                                                                                                     
ち武者であった」（前掲註 5 書、p.96）などと述べている。 
21 前掲註 4 書、p.133 
22 「藩政時代の人口」（前掲註 5 書、p.55-59）所収。 
23 前掲註 4 書、p.100。 
24 前掲註 4 書、p.100 
25 「沿岸漁業の発展と漁民層の分解」（前掲註 5 書、pp.93-174）所収。 
26 三陸において集落の漁労収穫物を集めて加工し、商品化したものを消費地や集積地に
運んで販売する商家のことをいう。庄司は、寄磯においては文化 3 年（1806）ころに
はこうした五十集商人が 5 人はいた、としている(前掲註 5 書)。 











近代に入って寄磯では主力漁業が定置網漁業に移るが、39 戸の漁家が甲乙丙 3 つの系























                                                   
27 庄司（前掲註 4 書、p.142）は寄磯の旧家渡辺家の分析から、少数の商家と零細漁家と
いう階層分解が起こっていた、としている。 
28 前掲註 4 書、pp.137-158。 




























【表 3-2】 漁場利用の性格 
 漁具・漁法 漁場空間 
地先：突刺漁具 点的 面的 
地先：定置 面的 点的 








                                                   
31 生業を営む人々に関わる「人間の領域性」について、サックは「地理的な区画を確定
し管理を主張することにより、人々や現象、関係に影響を与え、コントロールする個
人または集団による試み」と定義している（Sack, R.D,Human Territoriality: Its Theory 
and History. 1986, Cambridge University Press. p.19）。 
32 高桑守史『日本漁民社会論考』未来社、1994、p.436。 






























各船頭の間の合議「四ケ浦船頭中」の存在を指摘している（前掲註 10 論文、p.19）。 
35 丹羽邦男「近世における山野河海の所有・支配と明治の変革」（網野善彦他編『日本
の社会史 2－境界領域と交通』岩波書店、pp.193-194） 



















（2）漁業社会の 2 つの要因と空間 
「領域性」を生み出した漁場を占有する漁民集団は、同時に、排他性を内包すること
によって独自の漁業社会を作り上げる。つまり、海における「領域性」は、陸における






              ６－９００間（約 1-1.6 キロ㍍） 
                 










域) ムラ B ハマ チサキ（地
先）B の磯
漁場 














































38 前掲註 4 書、pp.93-122。 
39 前掲註 4 書、pp.105-119。 
40 前掲註 5 書、pp.95-102。 

























            
       ※柿崎［1978］： pp.95-102 の説明から筆者が作成。 


























































44  漁協の持つ漁場管理、経済的役割の変遷については、前掲註 31 論文で論じた。 
45 1948 年施行。 
46 「水産業協同組合法」（1948 年施行）第 4 条（目的）、第 11 条（事業の種類）。 
47 濱田武士『漁業と震災』みすず書房、2013、p.172。 
48 通称レイドロー報告は A.F.レイドロー氏によって 1980 年にモスクワで開催された国
際共同組合同盟（ICA）大会で報告・提案され採択された。 
49 水産庁が 2008 年 2 月に明らかにした『合併促進法期限後の新たな漁協対策について』
によれば 1965 年度末に 2,443 あった漁協は、2008 年 3 月には 1,000 程度になる、と
されている。水産庁 HP の 2012 年度水産業協同組合統計表によれば、2013 年 3 月


































                                                                                                                                                     
31 日現在の漁協は 979。 
50 宮城県では 2007 年に 31 の漁協が合併し、県漁協が発足した。その後 2 漁協が加わっ 
 た。 




53 前掲註 47 書、p.173。 







































                                                   
54 前掲註 32 書、pp.285-286。 







































                                                   
1 文武元年（697）10 月 19 日条、文武２年（698）10 月 23 日条。国史大系編修会『続日本
紀前編』吉川弘文館、1986、前条 p.2、後条 p.3。 































                                                   
2 本論では『日本書紀』天武 4 年（675）2 月己丑条において私的所有を禁じられた場所と
された山沢、嶋浦、林野、陂池を包摂する概念として用いる。 




えて論じている。前掲註 3 書、pp.170-182。 
5 鬼頭清明「古代における山野河海の所有と支配」（網野善彦他編『日本の社会史第 2 巻境
界と交通』岩波書店、1987） 
6 前掲註 5 書、p.41。 
7 国史大系編修会『日本書紀後編』吉川弘文館、1986、p.336。 


































                                                   
8 森田喜久雄『日本の古代王権と山野河海』吉川弘文館、2009、p.41。 
9 前掲註 3 書、pp.170-171。 




11 前掲註 8 書参照。 

































                                                   
12 丹羽邦男「近世における山野河海の所有・支配と明治の変革」（網野善彦他『日本の社会
史第 2 巻 境界領域と交通』岩波書店、1987） 
13 前掲註 12 論文参照。 
14 幕府は元文 2 年（1737）に出した評定所御定書の中で海川入会についての争論裁許の基




16 前掲註 12 論文参照。 




















































本とし、漁場をめぐる混乱の収束を図った。「旧漁業法」は 1893 年(明治 26)の一回目の法案
提出から 1901 年の成立まで足掛け 9 年を要したが、法案成立までには個人・法人による漁
                                                   




18 前掲註 12 論参照。 



































 「旧漁業法」は 1938（昭和 13）年までの 3 次にわたる法改正を経て、漁業組合が漁業関
                                                   





22 前掲註 19 書、p.228。 





















業法（以下、「現漁業法」とする）は 1947 年（昭和 22 年）1 月に策定された第 1 次案から、




                                                   
23 今泉芳邦「漁業協同組合の成立過程：昭和 10 年代の三陸漁村における事例分析」 
（『岩手大学教育学部研究年報』57‐1、1997） 
24 1938（昭和 13）年の第 3 次「旧漁業法」改正後、信用事業を包摂することにより一部漁
業組合は漁業協同組合に改組されていった。 
25 前掲註 15 書（牧野）、p.49。  
26 前掲註 15 書（牧野）、p.57。 
   年 関係法律 内容 
1886（明 19） 漁業組合準則 江戸期の慣例に則り、準則組合が漁場を調整 
1901（同 34） 明治（旧）漁業法施行 漁業権を設定し漁業組合・個人に付与 
1910（同 43） 明治漁業法改正 漁業権を物件化し組合による資金調達の道開く 
1933（昭 8） 同法改正 漁業組合を協同組合化。経済機能を強化。この年、
3 月 3 日に三陸沿岸に大津波発生意 
1938（同 13）   同法改正 漁業協同組合による信用事業を許可 
1943（同 18） 水産業団体法施行 戦時下に協同組合の根拠法を漁業法から分離 
1949（同 24） （現）漁業法施行 旧法を継承しつつ、漁業の「民主化」を明示 

































                                                   
27 当時の農林省水産局は 1947 年 3 月に「漁業制度改革の基本問題」と題する報告書を作成
し「旧漁業法」を検証した。 
28 前掲註 15 書（牧野）、pp.51-60。 
29 1948 年水産局策定の第 3 次案。これも GHQ から「不十分」とする意見が出され、第 4
次案が策定された。 
30 日本政府と GHQ をめぐる漁業法案のやり取りに関して前掲註 15 書（牧野）を参考とし
た。 
31 現漁業法は GHQ に承認された第 3 次改正案を漁業関係者等に開示し、広く意見を求めた
のちに修正を加えた第 4 次改正案を原案として第 6 回国会に提出され、1946 年 11 月 30
日に成立した。 




































の漁民の 3 分の 2 以上の賛意をもって設立され、漁業権の管理を行う組織だった。その後
自立性を高め、漁業の技術向上や資源の増殖などを図るため経済基盤の強化が必要となり、
さらに信用事業を併せ行うことにより、漁業協同組合に変化したことは前節でも触れた。 

































4 分の 3 の漁協で事業利益が赤字に陥るなど、漁協の改革が求められてきた36。国は、漁協
改革の一環として漁協の合併を進めてきた。水産庁が 2008 年（平成 20）2 月に明らかにし
た「合併促進法期限後の新たな漁協対策について」によれば同年 3 月末までに 1965 年度末
（昭和 40）には 2,443 あった漁協が 1,000 程度にまでに減らすことができた、としている。









35 前掲註 34 書、p.172。 
36 橋本貴義「新基本計画を踏まえた漁業管理制度と漁協の改革」（『立法と調査』No268、2007） 























撃を被った。岩手・宮城・福島の被災 3 県には 263 漁港があった。しかしこのうちの 260
漁港が何らかの被害を受け、多くの漁港施設が使用できない事態に陥った。被災 3 県の漁










                                                   
37 前掲註 34 書、pp.191-195 参照。 
38 前掲註 19 書、p.228  参照。 











さらに「復興特区」は震災直後の 2011 年 5 月に村井嘉浩宮城県知事が、政府の主催する
東日本大震災復興構想会議において原構想を明らかにした。4 ヵ月後の「東日本大震災復興
構想」の提言に盛り込まれたのち、さらに 4 ヵ月後の同年 12 月に法制化された42。同法を
根拠に宮城県は 2013 年（平成 25）4 月に石巻市桃浦【図版 3-4】を「復興特区」に選び、
復興庁にこれを申請して受理され、同年 8 月に県は地域の漁民が中核となり、仙台市の水
産会社と共同出資した「桃浦かき生産者合同会社」（以下、桃浦 LLC とする）に漁業権を与
えている43。県は前年の 2012 年（平成 24）9 月からすでに桃浦の特区指定に向け、同年度
補正予算で 5 億 5,000 万円を計上し、漁港施設の補修修築を補助、推進するなど、桃浦 LLC
に特定区画漁業権を付与することを前提に復興政策を推進してきた。 
「復興特区」政策の導入に当たっては、事実上の漁業権免許の剥奪を受ける宮城県漁業





















42 「復興特区法」14 条に盛り込まれた。 
43 漁業権の発効日は 9 月 1 日だが、当日が休日にあたるため前日の 8 月 31 日に付与した。
出資金 890 万円のうち桃浦の漁民 450 万円、仙台水産 440 万円。 
44  前掲註 34 書参照。 







【図版 3-4】 石巻市桃浦の位置 















会社桃浦 LLC によって、カキの養殖が始められた。桃浦 LLC は 2012 年秋に特定区画漁業
権を保有していた県漁協から、特例措置として会社組織による組合加盟が認められ、養殖
事業を再開させた。しかし 2013 年（平成 25）4 月に宮城県から特区申請がされると、桃浦
LLC は県漁協を脱退した。5 年に 1 回の漁業権更新時期にあたる 2013 年 8 月、県は県漁協


























































































2011.6     桃浦の存続には民間から力を借りるしかない、と住民の協議がスター
ト 
       住民協議と宮城県水産部と相談が続く 
2012.8.29  15 人が会社設立で合意 
2012.8.30  会社を設立手続き（出資額 450 万円）。県が公表。 
2012.8.31  村井知事が桃浦を訪れ激励。県漁協に特区申請を行うことを報告 
2012.9. 3  村井知事が記者会見で仙台の水産会社が経営に参画することを表明。 
2012.9.11  9 月定例県議会で補正予算提案。特区,六次産業化支援事業を盛り込む。 
2012.10.5  桃浦かき生産者合同会社の社員総会で仙台の会社の経営参画を承認。
出資額は 440 万円。 
2012.10.9  会社法人の定款変更。 
2012.10.11 同予算が可決成立。養殖資材・施設の導入 39,000 万円、パッキング工
場建設支援 26,000 万円。県単独補助事業で補助率は 5/6。このうち
55,000 万円は桃浦を対象。 
2012.10.25  桃浦カキ生産合同会社は宮城県漁協に加入を申請、資格審査実施。 
2012.10.30  組合員資格を得て加入。宮城県漁協のカキ部会に加入することを確認。 
2012.12   県漁協が漁業権行使規則を改定し、合同会社に漁業権を行使できるよ
うに改定（本来なら加盟後一定期間の実績を積まなければならない） 
2013.4.10  宮城県が復興庁に特区を申請。 
2013.4.22  復興庁が 23 日付で特区を認可することを発表。 
             


























らかの形で伝達する、③区域や境界をめぐる強制的な措置を伴う という 3 つの条件が必要
とされる50。これらの条件は、桃浦「復興特区」によって創出される新たな漁場空間におい




                                                   
46 前掲註 34 書、pp.170-173。 
47 前掲註 34 書、p.174。 








































震災直後の 2011 年（平成 23）5 月に構想が打ち出された「復興特区」は村井宮城県知事






                                                   
52 桃浦 LLC に加わらなかった養殖業者 1 人は、桃浦の地先海面だが特区の区域に含まれな
い海面で養殖業を続けることになった。この養殖業者は県漁協に留まっている。 
53 宮城県公式 HP、2011 年 4 月 25 日付の宮城県知事会見の記録より。 


































                                                   
54 日本経済調査協議会は 1962 年に経済団体連合会、日本商工会議所、経済同友会、日本貿
易会の経済 4 団体の協賛で任団体として設立された。2013 年 4 月に社団法人化した。 
55 漁獲可能量（TAC）を漁業者、漁業団体、もしくは漁船ごとに割り当てる IQ 方式を一歩
進め、割当量を他の漁業者に譲渡できるようにする。ITQ が債権化でき、漁業の集約化
が可能になる。アイスランドやニュージーランド、ノルウェーで実施されている。 

















小野寺氏の証言に先立って、筆者は 2012 年（平成 24）10 月 30 日、村井知事に復興特区


















                                                   







58 皆川芳嗣農林水産次官は 2014年 1月 28日に筆者の質問に対し水産業復興特区政策は「あ
くまで宮城県における特別な措置で、現在のところ全国に広がる構想はない」と述べ
ている。 
59 前掲註 49 書、p.46。 




























県漁協傘下の漁業関係者は、2013 年 8 月に開かれた海区漁業調整委員会において、桃浦






                                                   
60 宮城県は 2012 年 2 月に策定した「富県宮城の復興戦略」のなかで『（1）新しい経営形態
の導入③水産業復興特区』と位置付け、特区の推進を復興政策の重要政策のひとつに
掲げている。 
61 2013 年 4 月 4 日に行われた「桃浦地区水産業復興特区地域協議会」で桃浦在住の漁民代
表として桃浦 LLC 代表社員の大山勝幸氏が発言した。 
62 出村雅治「水産業復興特区における不都合な真実」（『農中総研 調査と情報』39、
2013 .11）、2013 年 8 月 8 日付け、河北新報など。 










 第 9 章では、宮城県のみならず、国が「復興特区」政策をなぜ、どのように推し進めて
きたのかを検討し、津波被害という非常時を利用した公権力の空間編成の意図を考察する。 
                                                   
63 山下裕介『東北発の震災論』筑摩書房、2012、p.228。 




第 9 章 公権力による津波被害地という空間の包摂 
 
はじめに 























































 本会議は 2011 年 4 月 14 日に第 1 回会議が開かれ、2012 年 2 月 10 日に復興庁の発足とと
もに廃止された。その間、2011 年 11 月 10 日までに 13 回の会議が開かれた。具体的な震災
復興の指針作りは 6 月 25 日までの 12 回で終了し、第 12 回会議において「復興への提言～
悲惨の中の希望」が提言として菅直人首相に手渡された。一方、検討部会は 2011 年 4 月 20
日から 6 月 14 日まで、おおむね本会議で出された議論を受ける形で、交互に開催され、2011
年 6 月 14 日の第 8 回会合まで続いている。本会議、検討部会ともに提出された資料や会議
の中でのやりとりが議事録､議事録資料として、首相官邸 HP（復興庁発足後は同庁 HP）に
より公開されている。 
 同会議の中で、村井知事は 4 月 23 日の第 2 回本会議で、震災からの復旧・復興の過程で、







                                                   
5 復興庁 HP「東日本大震災復興構想会議の趣旨」（http://www.reconstruction.go.jp/topics/000814.html）
最終閲覧 2016.1.10。 
6 2015 年 8 月 20 日付「毎日新聞」朝刊、「五百旗部真の大災害の時代」参照。 
7 当時は防衛大学校長。現震災記念 21 世紀研究機構理事長。 
8 当時は政策研究大学院大学教授。 
9 2011 年 5 月 10 日、東日本大震災復興構想会議第 4 回議事録より。 



































                                                   
10 「『（仮称）東日本復興特区』の創設の提案」は東日本大震災復興構想会議第 7 回本会議
で宮城県より委員に提示された資料「東日本大震災復興構想会議」会議資料より。 
復興庁 HP（http://www.reconstruction.go.jp/topics/000814.html） 
11 2011 年 5 月 29 日、東日本大震災復興構想会議第 7 回議事録より。 
12 宮城県公式ウェブサイト、2011 年 4 月 25 日の宮城県知事記者会見
(http://www.pref.miyagi.jp/site/chiji-kaiken/)（最終閲覧 2015 年 11 月 25 日）の記録より。 






し、既得の漁業権を脅かされる宮城県漁業協同組合（以下、県漁協と称す）は 3 日後の 2011










本会議は、5 月 29 日の 5 日後、6 月 4 日に第 8 回本会議を開催している。ここでは、第 7
回会議までの議論を受け、飯尾検討部会長が「地域経済社会の再生」に関する検討資料（【図
                                                   
13 村井知事の意図や政策遂行のための準備などについては、2013 年 3 月に横浜市立大学大
学院都市社会文化研究科へ提出修士論文「漁業権の形成と宮城県水産業復興特区政策：
東日本大震災を契機とする漁民と公権力をめぐって」の中で示した。 



























ら漁協資金で中古漁船を買い集め、60 隻を確保した。漁協では津波発生から 1 ヶ月の 4 月
上旬に組合員総会を開き、漁船の組合所有、グループ化、利益の均等配分などの復興案を




                                                   
14 「東日本大震災復興構想会議」検討会議資料より。 
復興庁 HP（http://www.reconstruction.go.jp/topics/000814.html）最終閲覧 2015 年 9 月 25 日。 
15 達増拓也「答えは現場にある」（『世界』2011.9、岩波書店、pp.44-45） 




方シンクタンク協議会、研究活動報告 2013.vol10 掲載、最終閲覧 2016.1.10）  
http://www.think-t.gr.jp 




国の補助率に県単独で補助率を上積みし、自己負担率を 3 分の 1 から、9 分の 1 まで引き下
げた18。 
こうした岩手県の取り組みと比較すると、宮城県は 2011 年 5 月 29 日の段階で「個人での
再開は困難」との認識を踏まえて、ただちに会社組織による参入という新しい政策提言を
出てくることは、いささか早急すぎる印象を与える。岩手県重茂漁協は 5 月 20 日段階です
でにワカメの出荷を再開し、復旧に向けた成果を出しているのである。 























































 阪神・淡路大震災から 20 年を経て発生した東日本大震災は、当時以上に停滞する日本経
済下で発生した。東日本大震災に関わる復興の指針にも盛り込まれた「創造的復興」は、
災害地域のみならず、「日本の再生」のための施策にもなっているのである。 












                                                   
19 岡田知弘「災害から見た東北史」（大門正克、岡田知弘他編『生存の東北史』大月書店、
2013、p.37） 
20 前掲註 19 書、p.37。 
21 前掲註 19 書、p.37。 
22 岡田は前掲註 19 書内で「被災地」という表現を用いているが、筆者は「津波被害地」の
表現を用いる。「被災地」を使用しないのは、本論で展開している「災い」という認識
が公権力の政策遂行という目的に寄与するためである。 
23 前掲註 19 書、p.38。 
24 2014 年 4 月に土地収用の迅速化を目的に、東日本大震災復興特別区域法の第 46 条、第









あり、社会の受け止めである。例えば、2013 年（平成 25 年）1 月から個人に課税された復


















河西英通は、東北をみる「差別的な眼差し27」の背景には 1896 年（明治 29）の明治三陸大
津波による大惨事と、それに続いて発生した凶作と大飢饉にあった、と述べている。凶作
は 1902 年（明治 35）、1905 年（明治 38）と続き、それまでの「魅力ある風俗を有する地域
のイメージは消え去り、貧しく遅れた〈東北〉という像が植え付けられていった28」という。
明治三陸大津波では、被害者の話す方言が、救護者との意思疎通を欠く原因となり、救助
                                                                                                                                                     
54 条等が国会において全会一致で改正された。 
25 基準所得税額に 2.1 パーセント文の金額が復興特別所得税として課税されている。そのほ
か個人に対しては 2014 年から 2023 年までの 10年間を大正に住民税の均等割に 1,000 円
を加算する住民税の増税がされている。 
26 会計検査院は 2013 年 10 月に 326 件、1 兆 4,000 億円分の事業が被災地復興とは関係がみ
られない、と報告した。 
27 河西英通『東北-つくられた異境』中央公論社、2001、p.143。 
28 前掲註 27 書、p.145。 




















被害を被った自治体への全国の自治体からの派遣職員の数は、2014 年（平成 26）10 月 1 日












                                                   
29 1889 年（明治 22）に東京で創刊した。陸羯南が社長兼主筆を務めた。 
30 前掲註 27 書、p.142。 
31 石母田正『続歴史と民族の発見』東京大学出版会、1953、p.309。 
32 杉田敦『権力』岩波書店、2005、p.38。 
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Territorial Organization and Representation in Sanriku: Historicity and Political Power 
Ryuzaki Takashi 
 
The Tohoku region of Japan, which includes the Sanriku area badly affected by the 2011 
Great East Japan Earthquake and tsunami, has been regarded throughout history as a 
“remote area.” Although it was at a considerable distance from the Kinai and Kamakura 
and Edo regions, which were bases of power, geography is not the only reason for this. 
In ancient times it was known as the place where the Emishi lived, a clan that rebelled 
against the court. In the modern period Boshin War it was ruled by the enemy of the 
imperial house, Ōuetsu Reppan dōmei. A “remote region” is one that is not submissive to 
the rule of the period. It is a representation that accompanies authority and is based on 
historically-based territorial concepts.  
Even in the remote region of Tohoku along the Pacific Ocean Coast, Sanriku, the area 
most inconvenient to land transport, has been affected many times throughout history 
by tsunamis. The oldest record of tsunami damage is dated 869 (Jōgan 11) and is found 
in Nihon Sandai Jitsuroku. In more recent times, Sanriku suffered great damage in 
1896 (Meiji 29) and 1933 (Shōwa 8). In the 2011 tsunami, over twenty thousand human 
lives were lost. The nature of the damage was recorded in a variety of media. Most of 
that media was aimed at the people living in unaffected areas. That is to say, the 
consciousness of “remote region” was re-awakened in the minds of people living outside 
the damaged area through the images of the situation wrought by the tsunami in 
Sanriku. In other words, the media producing this material was used as apparatus for 
the maintenance of political authority. 
In this dissertation, based on this understanding, I analyze images of Sanriku that 
survive in historical media, consider how they convey intents regarding authority, and 
attempt to clarify what kind of intent that was. I examine two examples of mass media 
in the modern period and the present-day. In their time the first graphic magazines in 
Japan and the television - the use of which became widespread after the end of the 
Second World War in Japan - were at the cutting-edge of media. The reason I choose to 
focus on these is it is thought that they exerted a considerable influence on their mass 
consumers, and as a member of the television industry, I have myself been involved in 
the broadcasting of the news about disaster. Therefore, I consider it necessary to 
investigate the choices made regarding television broadcast material and the 
motivations behind the representations created. 
In this dissertation I divide this investigation into three parts. In the first section I 
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address mainly Edo period descriptions. Here I try to re-evaluate Sanriku’s 
conceptualization as a “remote region,” which connects it to the representation of 
political power, from the viewpoint of the sea. To do so, I analyze the descriptions of the 
inhabitants of the region who were swept away. In the second section, the materials I 
use are the Meiji period graphic magazine Daikaishōhigairoku and the television 
broadcasts about the 2011 Great East Japan Earthquake. In my analysis of 
Daikaishōhigairoku, I examine, along with the significance of the recorded 
“heartwarming stories” of the disaster victims, the project of the formation of a 
nation-state by the Meiji government. 
  Next, through an analysis of television media, I discuss the representation of the area 
damaged by the tsunami as a “disaster area;” the representation of the damage as a 
“disaster;” the promotion of the integration of public awareness in the non-affected 
areas; and the aim and workings of the attempts to legitimize the government policies 
concerning recovery efforts. In the third section I address the way that recovery policies 
related to the Great East Japan Earthquake were represented by the government, and 
look into the intentions behind the representations. By examining these policies, I 
reveal the intentions of the political powers to bring about a reform of the fishing 














 筆者がこの論文を作成するにあたり、2011年 4月から 1年間にわたって滞在した津波被
害地の方々の協力なくしてはあり得ない。報道関係者というやっかいな人間を受け入れ、
時には叱り、時には忌憚なく語り明かした気仙沼や陸前高田、そのほかの津波被害地の人々
には、感謝の言葉を言い尽くせない。引き続き津波被害地の皆さんとともに、同じ空間を
分かち合いながら研究を進めていくことで、さらなる恩返しとしたい。 
